








































































































表 1 インレー湖への主要流⼊河川 
River 流域面積 流入量 km2 106m3/年 
Nant Latt 川 1,149 506 
Ye Pae 川 250 93 
Ka Law 川 742 276 
Upper Belu 川 813 480 



















































表 2 聞き取り調査方法 
種別 期間 対象村 方法 
予備調査 2019 年 3-4 月 Kyawng Nar 村 Nwar Dama 村 
インフォーマルインタビュー 
参与観察 















表 3 調査対象村 
No. 村落群名 村名 分類 世帯数 人口（人） 調査日 
1 Nan Thel Inn Oo 湖上村 153 541 2019/10/22 
2 Kyay Paw Khon Kan Khaung 湖上村 190 742 2019/10/22 
3 Inn Chan Kay Lar Kay Lar 湖上村 762 2,737 2019/7/21 
4 Ngapei Chaung Lel Thit (North) 河川村 70 300 2019/10/22 
5 Ngapei Chaung Ngapei Chaung 河川村 65 294 2019/10/22 
6 Min Chaung Nwar Dama 河川村 358 1,221 2019/10/23 
7 Maing Thauk Maing Thauk 河川村 244 1,072 2019/10/24 
8 Kyay Paw Khon Nadaung Kya 河川村 129 506 2019/7/21 
9 Taung Po Gyi Shwe Taung Oo 山上村 34 133 2019/10/20 
10 Maing Thauk Lay Eain Kone 山上村 31 144 2019/10/24 
11 Kyay Paw Khon Kyar Tont 山上村 692 2,948 2019/7/21 





図 2 調査対象箇所位置図 
 







































表 4 調査対象ホテル 
No. ホテル名 位置 調査日 
1 Golden Island Cottage 湖上 2018/9/5 
2 Sky Lake Inle Resort 湖上 2019/4/28 




















   























1 2 3 4 5 6
Inn Oo Kan Khaung Kay Lar Lel Thit (North) Ngapei Chaung Nwar Dama
湖上村 湖上村 湖上村 河川村 河川村 河川村
飲料⽔ 井⼾⽔、⾬⽔ 購⼊⽔、井⼾⽔、⾬⽔ 湧⽔ 河川⽔、購⼊⽔、井⼾⽔ 購⼊⽔ 購⼊⽔、井⼾⽔
調理⽔ 井⼾⽔、⾬⽔ 井⼾⽔、⾬⽔ 湧⽔ 河川⽔、湧⽔ 河川⽔1/3、⾬⽔2/3 湧⽔、河川⽔
食器洗浄 湖⽔ 湖⽔、井⼾⽔ 湖⽔（湧⽔） 河川⽔、湧⽔ 河川⽔ 湧⽔、河川⽔
洗濯 湖⽔ 湖⽔、井⼾⽔ 湖⽔（湧⽔） 河川⽔、湧⽔ 河川⽔ 湧⽔、河川⽔









浄化槽50% 湖直接放流 土壌浸透 ⽔路直接放流
⽔路直接放流20%
土壌浸透80%
7 8 9 10 11
Maing Thauk Nadaung Kya Shwe Taung Oo Lay Eain Kone Kyar Tont
河川村 河川村 山上村 山上村 山上村
飲料⽔ 湧⽔、購⼊⽔、井⼾⽔ 購⼊⽔ 湧⽔ 湧⽔ ⾬⽔、湧⽔
調理⽔ 湧⽔、井⼾⽔ 河川⽔ 井⼾⽔ 湧⽔ 井⼾⽔、⾬⽔
食器洗浄 湧⽔、井⼾⽔ 河川⽔ 井⼾⽔ 湧⽔ 河川⽔
洗濯 湧⽔、井⼾⽔ 河川⽔ 井⼾⽔ 湧⽔ 河川⽔、⾬⽔
湖⽔浴 無 有 無 無 無







































































   
写真 2 左︓⽔タンク、中︓Kyawng Nar 村の⾬⽔貯留槽、右︓Nadaung Kya 村の河川⽔貯留⽔槽 
   






































Lake Inle Resort、Golden Island Cottageは、いずれも敷地内の陸地部にし尿浄化槽（日本
のし尿処理単独浄化槽よりも簡易な浄化装置、写真7左）を設置し、し尿の浄化処理を行っ








注）大腸菌群および E.Coli は 3M™ Petrifilm™ Plate を用い、ピペットで検水 1mL を
滴下し、35±1℃、24hr（大腸菌群数）および 48hr（E.Coli）培養して計測した。 







































































× お⾦がない。 × ホテルすらしてない。 × × ×
2 トイレに浄化槽・沈殿
槽を設置する













× 汗をかくから減らせない。 － － × 元々必要量だけを使って
いる。












× 売ってない。 × 売ってない。 × 売ってない。 × 売ってない。 ○ 自分でつくった農産物を食
べる。
6 焼き畑をやめる － 焼き畑していない。 － 焼き畑していない。 － 焼き畑していない。 － 焼き畑していない。 － 焼き畑していない。
7 植林する ○ 政府の命令で1か所植え
た。







× 各家庭で燃やしている。 ○ ゴミを⼊れる⽳に集積して
いる。
○ ゴミの分別を⾏っている。 ○ 減らしている
9 環境保護活動に参加
する



















○ × × ○
2 トイレに浄化槽・沈殿
槽を設置する
○ ⼀部設置している。 ○ ○ ４軒のみ設置している。 × ○
3 洗濯/⽔浴する際は洗
剤を減らす




× 洗剤はたくさん使う。 × これ以上減らすのは無理
である。











○ × × ×
6 焼き畑をやめる － 焼き畑していない。 － 焼き畑していない。 × × ⼀人だけまだ焼き畑を⾏っ
ている。
－ 焼き畑していない。





















× × ○ 今後実施したい。
注）GAP（Good Agricultural Practice︓農業生産⼯程管理）︓農業において、食品安全、環境保全、労働安全等の持続可能性を確保するための生産⼯程管理の取り組み。
Inn Oo Kan Khaung Lel Thit (North) Ngapei Chaung Nwar Dama
Maing Thauk Nadaung Kya Shwe Taung Oo Lay Eain Kone Kyar Tont
8 9 10 11
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・インレーの水は少なくなっており、あと 20 年でインレー湖は乾いてしまう。 
・昔より 1m 水深が下がった。ボートが入れなくなった。 
・ナンパン以南の水位の低下が激しい。以前は水草が水をせき止めていたのがなくなってしまっ
た。 























































































































表 9 グループ分類と適⽤⼿法 
グループ 人数 適用手法 具体の方法 
A 7 名 個人決定法 情報のみを与える。 
B 7 名 自己＋ 
個人決定法 個人決定法に加え、個人で決意表明を行う。 




13:00-13:10 10分 挨拶 松丸，参加者
13:10-13:20 10分 開催趣旨、企画説明 滉浅
13:20-13:50 30分 寧前アンケーH紀付・回答・回収 TPA 
13:50-14:10 20分 資料説明・質疑応答 湧浅
※パワーポイント資科を投影し、説明する
※不明点の菖問は受けるが` 意見提示、漿論な8よ「後の時朋で」と科所りする
14:10-15:20 70分 グループA グループB グループC TPA（・湯浅）． 事後アンケート配付・ ． 決意表明用紙配 ． 説明を踏まえた感














































































































































図 6 事前アンケート結果 1 参加者の属性 
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図 10 ワークショップによる認識の変化 3 自身による環境保全対策の実施 
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Interviews were conducted with residents living in the vicinity of Inle Lake and its 
watershed to find out their environmental behavior and measures taken to protect the lake. 
A workshop was held to further enhance their awareness.
The results of the interviews and workshops were discussed with the aim of clarifying 
effective methods to enhance the residents' awareness. The interview results provided an 
overview of the water usage and wastewater treatment in the villages and the hotel's 
wastewater treatment. It also provided a summary of the residents' current implementation 
of environmental protection measures and their understanding of the current state of the 
environment, water pollution factors and the necessary countermeasures. The improvement 
in the awareness of the participants was confirmed through the workshop. In particular, the 
workshop was effective in increasing the number of positive environmental countermeasures 
that the participants decided to take. Thus, it could be suggested that repeatedly holding 
the workshop would lead to a real change in the awareness of the residents, which in turn 
would lead to positive actions and practices to protect the lake.
Keywords: water quality conservation, enclosed waterbody, interviews, workshop, change 
in awareness.
The Environmentally Conscious Behavior of 
Residents living around Inle Lake, Myanmar
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